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研究成果の概要： 
本研究は，主として大学の初年次教育における批判的思考力の育成に寄与する教授学習プ
ログラムの開発を目的として実施された。理論研究，実験研究を通して，批判的思考力の
育成に影響を及ぼす学習者の特性を見出した。主として 3 つの実験研究によって，批判的
思考態度と大学入学時における心理学的思考法に関するイメージに関連が見られること，
社会的事象の因果の把握に関する信念や自我同一性地位との関連が見られることが明らか
となった。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 1,200,000 0 1,200,000 

2008 年度 1,300,000 390,000 1,690,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 2,500,000 390,000 2,890,000 

 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：心理学・教育心理学 
キーワード：批判的思考 教育支援 初年次教育 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究は、大学における批判的思考力の育成
の支援のための教授学習プログラムの開発
を目的として行われた。 
研究開始当初は、次のような背景的問題意識
にもとづき、次のような構想によって研究計
画が立案された。 

信念などに基づくバイアスに影響されな
い，現実場面における人間の行動に有用かつ
適応的な認知過程としての批判的思考に関
する研究として，最新の教育心理学研究など
の専門誌に批判的思考をキーワードとする
学術論文が発表されるようになった（例えば，

平山・楠見，2004；道田，2001；沖林，2004
など）。これらは，教育心理学や認知心理学
領域における批判的思考研究に対する位置
付けを示すものであるが，批判的思考の認知
的構成要素や読解プロセスの解明を目的と
した実験的手法を用いた基礎的研究である
（平山・楠見，2004；道田，2001）。そして，
実験的研究によって得られた知見を，実際の
大学等のカリキュラムの中で施行した実践
研究はほとんど発表されていない。 

そこで本研究は，（１）先行研究における
批判的思考の認知的構成要素や読解プロセ
スに関する基礎的研究によって得られた知
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見を踏まえて教育実践とその効果測定を実
施することによって，（２）大学教育におけ
る批判的思考力育成の支援を目的とした教
授－学習プログラムの開発を構想した。 
２．研究の目的 
本研究の目的は，（１），批判的思考，モニ

タリング，推論等に関する実験的研究によっ
て得られた知見を現実の教授－学習場面に
導入し，教育実践における効果の確認するこ
と，および，（２）教育心理学領域から提供
できる有用な批判的思考を含む思考力育成
に寄与する教授－学習プログラムの開発す
ることであった。 

本研究の学術的特色は，批判的思考力育成
の教授－学習プログラムの開発という観点
から，教育心理学および認知心理学領域で，
基礎的研究の成果に対応する形で教育実践
における効果測定を行うことにより，教育心
理学および認知心理学領域から実証データ
に基づく具体的な教授－学習プログラムを
提供できることにある。 
本研究の結果からは，（１）批判的思考の

教育実践について教育心理学領域から実施
可能なプログラムを開発すること，（２）大
学入学時から初年度教育を経て専門的教育
を受講するまでの批判的思考教育が，学生の
スムースな専門教育への移行に対する支援
のみならず，高度な研究能力の獲得，ビジネ
スや看護等の各職種に応じた専門的知識の
獲得に及ぼす効果について明らかにできる。 
その意義は，第一に，今後，独自性とグロ

ーバリズムの両方が必要とされるカリキュ
ラム改編に対応した教授－学習プログラム
を提案することができる点である。第二に，
本研究で得られた，批判的思考の現実の教授
－学習場面における教育実践の効果の発表
は，今後の批判的思考の基礎的研究の方向性
を規定することに繋がることが予測される。 
 
３．研究の方法 
本研究は 2 年計画により実施された。平成

19 年度には初年次生対象の批判的思考力育
成の支援を目的とする教授－学習プログラ
ムを試行し，平成 20 年度には，同様の科目
で再度同様のプログラムを実施することに
より，信頼性の高い教育効果を有するプログ
ラムを開発することが目的とされた。 
 
４．研究成果 

本研究は，以上のような目的にもとつき実
施された。以下，本研究で得られた成果につ
いて報告する。 
 本研究の平成 19 年度の成果は次の点で，
大学教育ならびに大学や専門的教育課程に
おけるプログラム構築において意義深いも
のであるといえる。まず，批判的思考力の育
成については，専門的なコースに応じたプロ

グラム内容が必要であるということである。
さらに，これら内容に応じた批判的思考力は，
コースの専門性を超えた批判的思考態度の
育成に寄与するということであった。 
平成 20 年度の研究内容としては，批判的

思考の認知的構成要素の解明と教授学習プ
ログラムの開発に関する基礎的研究を実施
した。批判的思考の認知的構成要素を明らか
にするために，批判的思考態度といくつか異
なる性格特定との相関関係を明らかにする
ことを試みた。その結果，不確定志向性が批
判的思考態度の探究心と関連が見られるこ
とが明らかとなった(藤木・沖林，2008)。批
判的思考の教授学習プログラムの開発に関
する基礎的研究としては，大学の初年次教育
における心理学の専門科目における批判的
思考態度の位置づけについて検討した。具体
的には，授業開始時と授業終了時に，受講生
に心理学イメージに関する調査と批判的思
考態度の調査を実施した。調査の結果，心理
学について科学的なイメージを抱いている
ものは批判的思考態度が有意に向上してい
ることが明らかとなった。すなわち，学生の
科学的イメージの共有が批判的思考態度の
育成に重要であることが明らかとなった。 
また，このような研究成果をいくつかの学

術論文および学会発表として報告した。学術
論文としては，日本教育工学会論文誌，学校
教育実践学研究などの学術雑誌に発表した。
また，学会発表としては，日本教育心理学会
での自主シンポジウムを開催した。また，本
研究の研究代表者が研究分担者として参画
している，本研究課題と連動して展開してい
る科研基盤 B「批判的思考の認知的基礎と教
育実践」(研究代表者：京都大学 楠見孝)の
成果発表として，大学教育研究フォーラムで
のラウンドテーブルで発表した。 
 

(1)心理学イメージが批判的思考態度の変化
に及ぼす影響 
 

研究の概要 
大学生は，専門教育を通して様々な問題を解
決する能力を身につける。この問題解決能力
を支えるものの１つとして批判的思考があ
げられる。したがって，大学教育を通して批
判的思考を身につけるためのレディネスは，
自分の専門分野に対して適切な知識を有し
ていることであると考えられる。そこで，心
理学専攻の学生を対象に，心理学の方法論に
対してより適切な知識を有していた学生と
有していなかった学生の入学後３か月の批
判的思考態度について比較した。その結果，
前者は後者よりも自己の批判的思考態度に
対するモニタリングを行うようになること
が示唆された。 
 



 

 

表 1 批判的思考態度尺度(平山・楠見，2004) 

論理的思考への自覚(awareness for logical thinking) 

 alt1. 複雑な問題について順序だてて考えることが

得意だ 

 alt2. 考えをまとめることが得意だ 

 alt3. 物事を正確に考えることに自信がある 

 alt4. 誰もが納得できるような説明をすることがで

きる 

 alt5. 何か複雑な問題を考えると，混乱してしまう 

(逆転項目) 

探求心(inquiry-mind) 

 im1.  いろいろな考え方の人と接して多くのことを

学びたい 

 im2.  生涯にわたり新しいことを学びつづけたいと

思う 

 im3.  さまざまな文化について学びたいと思う 

 im4.  外国人がどのように考えるかを勉強すること

は，意義のあることだと思う 

 im5.  自分とは違う考え方の人に興味を持つ 

客観性(objectiveness) 

 o1.   いつも偏りのない判断をしようとする 

 o2.   物事を見るときに自分の立場からしか見ない 

(逆転項目) 

 o3.   物事を決めるときには，客観的な態度を心がけ

る 

 o4.   一つ二つの立場だけでなく，できるだけ多くの

立場から考えようとする 

 o5.   自分が無意識のうちに偏った見方をしていな

いか振り返るようにしている 

証拠の重視(evidence based judgment) 

 ebj1. 結論をくだす場合には，確たる証拠の有無にこ

だわる 

 ebj2. 判断をくだす際には，できるだけ多くの事実や

証拠を調べる 

 ebj3. 何事も，少しも疑わずに信じ込んだりはしない

批判的思考態度尺度は本研究課題で開発
したものではないが，本研究の一連の研究に
おいて使用したものであるので，開発者に本
研究報告書に掲載した。 

 

方法 
手続き 
2007 年度前期授業開始直後と終了直前に質
問紙法による調査を実施した。 
材料 
批判的思考態度尺度(平山・楠見，2004)と心
理学に対するイメージに関する質問紙を用
いた。批判的思考態度尺度を表 1 に示した。 
 
結果 
まず，授業開始時の「心理学に対するイメ

ージ」に関する自由記述に基づき，被験者を
2群に分けた。本研究では，「剰余変数に対す
る配慮をしたうえで，得たデータ(事実や証
拠)に基づき議論を行うこと」を心理学イメ
ージの重要な観点とした。そこで，自由記述
中に「客観」という語が含まれているか否か
を群わけの基準として，「客観」という語が
含まれていた群を客観性重視群，含まれてい
なかった群を客観性非重視群とした。 

各条件における批判的思考態度尺度の得
点を表 1 に示した。表 1 に示されるように，
論理的思考への自覚の心理学的イメージに
関する主効果(F(1,26)=8.15，p<.01)のみが
有意でありその他の因子のすべての効果は
有意ではなかった。 
 
考察 
本研究の結果，心理学専攻の大学生で，入

学時に心理学の方法論に対して比較的適切
な知識を持っている学生が，大学入学後 3ヶ
月で批判的思考態度を身につけるかを調べ
た結果，論理的思考の自覚の因子において客
観性重視群が客観性非重視群よりも得点が
高く，客観性を重視する学生は重視しない学
生よりも論理的な思考を自覚的に行えると
考えていたことが明らかとなった。これに対
し，その他の因子のすべての要因で有意な効
果は認められず，これらの因子においては客
観性を重視するか否かにかかわらず，その他



 

 

の批判的思考態度に差はなく，また，すべて
の因子において大学入学直後から 3ヶ月の間
での変化もなかったといえる。したがって，
専攻分野の方法論について適切な知識を持
つ学生ほどより批判的思考態度が形成され
るといったことまでは判断できない。 
 
 
(2) 批判的思考態度と性格特性との関係 
2.1 社会時的事象の因果の把握の困難さに
対する信念が批判的思考態度に及ぼす影響 
 

大学生が批判的思考力を身につけられな
い原因を考えると，そのひとつとして，批判
的に考えることが大学で学ぶ上での基礎に
なっていることに気づいていないことがあ
げられる。批判的に思考できる，あるいは，
多面的多角的に思考できるようになるため
には，その端緒として，積極的に様々な思考
を試みることができるようになる必要があ
る。そのためには，自己の思考に対する自己
効力感(Self-efficacy)を高める必要がある。
なぜなら，自己の思考に対する効力感が高ま
ることで，思考することに対する動機づけが
高まり，困難な課題も粘り強く取り組めるた
め様々なことを思考できるようになり，それ

が多面的な思考を含む批判的思考のスタイ
ルを身につけるきっかけにあると考えられ
るからである。この予測が妥当であるかを確
かめるために，自己の思考に対する自己効力
感が批判的な思考スタイルの形成に影響を
及ぼしているかを検討する。 
自己の思考に対する自己効力感に関して

は，批判的思考に関わる思考として，社会的
事象の因果の把握の困難さに対する信念
(Causal uncertainty belief)を取り上げる。
これは，「一般化された事故に関する構成概
念のことであり，実社会で因果関係を見つけ
だしたりする理解するのには不十分で不確
実に関する能力に関するもの」と定義される。
他方，批判的思考は態度(Disposition)と能
力(Ability)に分けることができる。このう
ち，態度は批判的思考の比較的情動的側面を
示し，能力は比較的認知的側面のことを指す。
したがって，思考スタイルにあたるのは，批
判的思考態度にあたる。 
以上の問題意識に基づき，本研究では，社

会的事象の因果の把握の困難さに対する新
年に対する自己評価，および批判的思考とい
う思考スタイルに対する自己評価を調べ，こ
れらの影響関係について検討した。 
結果 
共分散構造分析の結果を図に示した。このモ
デルの適合度は，χ2(277)=376.17，GFI=.92，
CFI=.96，RMSEA=.03 であり，十分にデータを
説明していると判断した。したがって，社会
的事象の因果の把握の困難さに対する信念
は，批判的思考の論理的思考への自覚，およ
び探究心に影響を及ぼしているといえる。 
考察 
本研究では，大学教育において批判的思考

力を育成するため，大学生の思考能力に対す
る自己効力感を高めることが効果的である
と考えた。この考えの妥当性を確かめるため，
大学生の自己の思考に対する効力感が批判
的思考態度に影響を及ぼしているかを検討
した。その結果，社会的因果の把握の困難さ
を感じている学生ほど，論理的思考への自覚
や探究心に対する自己評価が低いことが分
かった。 
このような影響関係が見いだされた理由

を考えると，社会的事象の因果の把握の困難
さに対する信念と，論理的思考への自覚や探
究心とが概念的に非常に近いものであるこ
とが分かる。平山・楠見(2004)の論理的思考
への自覚の因子は，自己の思考能力日する評
価に関する項目から構成されている。そのた

表 2 批判的思考態度の尺度得点(標準誤差) 

図 2 社会的事象の因果の把握の困難

さの信念と批判的思考態度の関連 



 

 

め，自己の思考に対する効力感との間に相関
が見出されたのであろう。また，探究心の因
子は，自分には統制できない他者の思考を積
極的に受け入れることに関する項目も含ま
れている。社会的事象の因果の把握の困難さ
に対する信念も，他人に起こった社会的事象
の因果の把握の困難さに対する項目が含ま
れるため，両者の間に関連が見られたのであ
ろう。 
 
(3) 批判的思考態度と自我同一性地位との

関係 
自我同一性を確立するためには，自己の将

来についての選択肢を検討し，思考錯誤しな
がらそれを決定し，目標に向かって努力し続
けることが必要である。そのためには，危機
に立ち向かうという意志と，実際に危機を乗
り越える力，自己実現のための努力などが必
要だと考えられる。そして，危機に立ち向か
い，乗り越えるためには，その前提として，
自己について探求したり，自己を客観視した
りする力が必要であると考えられる。 

そこで本研究では，大学生の批判的思考態
度と能力のうち，態度の面が自我同一性地位
にかかわっているかを検討する。 

結果 
共分散構造分析を行った。批判的思考態度

に関しては各質問項目の得点を観測変数と
した。これに対し，同一性地位判別尺度に関
しては，各変数の得点の合計を観測変数とし
た。分析を行った結果，図のようなモデルを
得 た 。 モ デ ル の 適 合 度 指 標 は χ
2(105)=124.29 ， GFI=.91 ， AGFI=.88 ，
RMSEA=.04 であり，十分にデータを説明して
いると判断した。ここから，「批判的思考態
度」因子が「過去への危機」「将来の自己投
入への希求」の変数を有意に説明しているこ
とがうかがえる。 

 
 
 
 

(4)本研究課題によって明らかにされた成果 
① 大学教育における批判的思考教育の教

授学習プログラム開発における批判的
思考態度の重要性の解明 

② 批判的思考態度と関連する学習者の人
格特性ならびに行動傾性との関連の解
明 

以上の 2点において，本研究課題は，当初
の目的である，大学教育における批判的思考
力育成を目的とした教授学習プログラムの
開発に対して，一定の成果を挙げたと判断す
る。さらに，研究の公表にあたっては，6 件
の学術論文，13 件の学会発表を実施しており，
本研究成果は，関連学会において精力的に発
表された。 
 
(5)今後の課題 
今後の課題としては，本研究課題の成果を

踏まえた，より実践的な教授学習プログラム
の内容や，その効果測定の手法の開発が求め
られる。それについては，本研究課題の代表
研究者が，2009 年度より採択されている科研
若手(B)「批判的思考力育成のための同期
的・非同期的な複合的ディスカッション環境
の開発」(課題番号：21730520)において，学
生の批判的思考力の育成に有用なディスカ
ッション環境の開発の観点から発展的に研
究を継続する。  
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